
駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
西
側

産
業
団
地
に
、
税
収
面
か

ら
見
た
理
想
の
誘
致
企
業
は
。

税
収
面
で
は
、
高
収
益
を

上
げ
る
企
業
が
町
の
法
人

町
民
税
増
収
に
つ
な
が
る
。
環

境
面
で
は
、
環
境
に
対
す
る
負

荷
が
少
な
い
か
、
ま
た
Ｃ
Ｏ
２

削
減
や
省
エ
ネ
、
廃
棄
物
の
削

減
な
ど
の
環
境
保
護
に
取
り
組

ん
で
い
る
企
業
が
理
想
的
。
雇

用
面
で
は
、
地
元
で
多
く
の
雇

用
を
創
出
で
き
る
企
業
で
あ
れ

ば
、
町
民
税
に
限
ら
ず
、
所
得

税
や
消
費
税
の
増
収
に
も
つ
な

が
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
考
慮

し
て
、
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と

が
好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

町
道
小
倉
・
陣
場
線
で
、

路
側
帯
域
が
狭
い
。
安
全

望
箇
所
を
ス
マ
ホ
写
真
で
受
け

付
け
た
り
、
情
報
収
集
に
利
用

し
た
り
で
き
る
よ
う
な
窓
口
を
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ス
マ
ホ
な
ど
を

使
っ
た
連
絡
を
今
後
、
よ

り
よ
く
町
民
か
ら
町
に
伝
え
ら

れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

㈱
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
と
吉

岡
町
と
で
包
括
連
携
協
定

を
結
び
、
具
体
的
な
内
容
は
今

後
決
め
て
い
く
と
の
こ
と
。
災

害
時
の
支
援
体
制
な
ど
を
具
体

的
に
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

防
災
面
を
含
め
、
今
後
非

常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る

た
め
、
引
き
続
き
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
資
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
町
民

の
声
を
聞
き
な
が
ら
実
施
し
て

い
き
た
い
。

不
登
校
の
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
、
居
場
所
の
充

実
を
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
進

め
て
い
く
の
か
。

７
月
の
「
ひ
ば
り
の
家
」

開
設
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。
不
登
校
の
児
童
・

生
徒
の
新
た
な
居
場
所
と
し

て
、
学
校
へ
通
う
こ
と
を
第
一

の
目
標
と
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
や
経
験
と
出
会
う
場
と
し

て
、
一
人
一
人
の
気
持
ち
に
寄

り
添
っ
た
過
ご
し
方
が
で
き
る

も
の
。
ま
た
、
群
馬
県
が
６
月

に
提
供
を
開
始
す
る
、
ネ
ッ
ト

上
の
仮
想
空
間
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
、「
つ
な
サ
ポ
」
の
利

用
も
視
野
に
入
れ
て
環
境
整
備

を
現
在
進
め
て
い
る
。

問問 答

税収面で理想の企業の進出を期待
（駒寄スマート IC西側の産業団地予定地）

不登校の子どもの居場所の充実を（ひばりの家）

不
登
校
の
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
は

新
た
な
居
場
所
と
し
て

「
ひ
ば
り
の
家
」

面
の
確
保
は
。

拡
張
は
困
難
。
危
険
な
場

所
は
路
肩
部
分
の
段
差
解

消
や
ポ
ー
ル
コ
ー
ン
の
設
置
な

ど
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
。

通
学
路
の
安
全
の
た
め
に
、

夜
間
の
暗
い
道
路
、
長
い

距
離
で
防
犯
灯
が
つ
い
て
い
な

い
道
路
に
、
ぜ
ひ
と
も
防
犯
灯

や
ポ
ー
ル
ラ
イ
ト
設
置
を
。

改
め
て
自
治
会
に
働
き
か

け
、
地
元
の
意
向
を
確
認

し
た
上
で
、
防
犯
灯
や
ポ
ー
ル

ラ
イ
ト
設
置
を
検
討
し
た
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ア
プ
リ
を
使
っ

て
、
危
険
箇
所
や
改
善
希

問問

問問 答答

答答

答

駒寄ⅠＣ西側に
理想の誘致企業は

 　 収益・環境・雇用なども考慮

小
こ ば や し

林  静
し ず や

弥  議員

録画映像は
こちらをCHECK
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右折信号を切望する（駒寄スマートIC南交差点）

先生の人材確保が難しくなっていく
（第四保育園の田植え）

保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
は
、
今
後
人
材
確

保
が
難
し
く
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。「
子
ど
も
を
育
て

る
な
ら
吉
岡
町
」
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
処
遇
改

善
に
一
層
の
配
慮
を
求
め

た
い
が
。

国
の
制
度
で
令
和
３

年
度
の
途
中
か
ら
給

与
の
月
額
で
９
０
０
０
円

程
度
、
率
に
す
る
と
３
％

ほ
ど
引
き
上
げ
の
措
置
が

行
わ
れ
た
。
町
独
自
の
支

援
で
は
、
保
育
士
を
国
の

基
準
よ
り
増
や
し
た
場
合
、

補
助
金
を
支
給
。
ま
た
現

場
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、

お
む
つ
の
処
分
費
用
を
町

で
一
部
補
助
を
実
施
。

問答

学
童
保
育
は
、
待
機

児
童
が
３
年
連
続
ゼ

ロ
。
し
か
し
今
後
も
需
要

増
が
予
想
さ
れ
、
定
員
増

や
職
員
の
増
員
は
急
務
だ

が
、
今
後
の
対
応
は
。

駒
寄
第
３
学
童
ク
ラ

ブ
の
増
築
を
予
定
。

40
人
追
加
し
１
３
０
人
を

計
画
。
職
員
不
足
解
消
に

つ
い
て
も
保
育
士
・
幼
稚

園
教
諭
と
同
様
の
措
置
を

実
施
済
み
。
し
か
し
配
偶

者
の
扶
養
の
範
囲
で
働
く

人
が
多
く
、
賃
金
引
き
上

げ
が
直
接
職
員
安
定
確
保

に
な
ら
な
い
の
が
現
状
。

問答

保育士・幼稚園教諭の
処遇改善を

 　 町独自に支援を実施

春
は る や ま

山  和
か ず ひ さ

久  議員
録画映像は
こちらをCHECK

宮
み や う ち

内  正
ま さ は る

晴  議員
録画映像は
こちらをCHECK

県
道
南
新
井
前
橋
線

の
交
差
点
滞
留
解
消

は
。

右
折
信
号
が
な
い
の

が
現
状
。
渋
滞
の
緩

和
対
策
に
は
右
折
信
号
も

有
効
な
方
法
と
認
識
。
交

通
量
調
査
を
基
に
関
係
機

関
と
改
善
策
を
検
討
。

令
和
５
年
10
月
実
施

の
町
内
の
交
差
点
で

交
通
量
・
渋
滞
長
調
査
を

行
い
、
12
月
議
会
の
答
弁

で
関
係
機
関
と
協
議
検
討

と
な
っ
て
い
た
が
。

調
査
結
果
は
県
渋
川

土
木
事
務
所
と
渋
川

警
察
署
に
情
報
提
供
。
早

め
に
関
係
機
関
と
協
議
の

場
を
設
け
た
い
。ま
た
、
協

問問 答答

議
内
容
は
方
針
や
結
論
が

出
た
時
点
で
報
告
す
る
。

滞
留
解
消
に
ス
ー
パ

ー
ツ
ル
ヤ
南
の
午
王
頭

川
に
橋
を
架
け
る
計
画
は
。

対
岸
の
道
路
が
未
整

備
の
た
め
、
慎
重
な

検
討
が
必
要
。

交
通
安
全
教
育
の
啓

発
運
動
は
。

交
通
安
全
教
育
は
、

子
ど
も
の
命
を
守
る

上
で
重
要
な
も
の
。
視
聴

覚
教
材
や
体
験
学
習
、
併

せ
て
警
察
官
や
交
通
指
導

員
を
講
師
に
招
き
実
体
験

を
通
し
て
学
ん
で
い
る
。

問問 答答

幹線道路滞留解消は
 　 交通量調査を基に改善策を検討答

答
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高
崎
市
が
来
年
度
か
ら
第

２
子
か
ら
給
食
費
無
償
化

を
実
施
。
県
内
全
て
の
市
町
村

が
完
全
無
償
化
、
あ
る
い
は
一

部
無
償
化
と
し
て
い
る
。
完
全

無
償
化
が
21
市
町
村
で
、
第
２

子
な
ど
条
件
付
き
が
14
市
町
村

と
な
る
。
吉
岡
町
は
第
３
子
か

ら
の
た
め
、
ず
い
ぶ
ん
遅
れ
て

い
る
。「
子
ど
も
を
育
て
る
な

ら
吉
岡
町
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
し
て
い
る
以
上
、

無
償
化
に
向
け
て
努
力
す
べ
き

と
思
う
が
見
解
を
。

今
後
も
児
童
・
生
徒
数
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
現
状

は
変
わ
ら
な
い
た
め
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
つ
つ
、

今
後
も
一
定
の
負
担
を
求
め
て

い
き
た
い
。

も
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
実
感
し
た
。
吉
岡
町
の
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
群
馬
県

内
35
市
町
村
で
34
位
と
最
下
位

か
ら
２
番
目
に
あ
る
。
本
年
度

か
ら
プ
ラ
ご
み
回
収
と
役
場
敷

地
内
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
物
回
収

が
始
ま
る
が
、
生
ご
み
へ
の
対

応
も
合
わ
せ
て
中
途
半
端
な
取

り
組
み
で
は
な
く
、
住
民
に
も

よ
く
見
え
る
形
で
の
取
り
組
み

が
必
要
と
思
う
が
。

将
来
的
に
町
が
生
ご
み
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
い
く
た
め

に
は
、
町
民
皆
さ
ん
に
処
理
に

多
額
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る

現
状
や
生
ご
み
排
出
量
が
非
常

に
多
い
こ
と
を
周
知
し
て
い

き
、
全
体
で
減
量
化
の
機
運
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

２
０
２
６
年
度
か
ら
、
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
が

実
施
さ
れ
る
。
児
童
福
祉
法
第

39
条
で
は
保
育
を
必
要
と
す
る

乳
幼
児
を
保
護
者
の
元
か
ら
通

わ
せ
保
育
を
行
う
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
が
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き

る
よ
う
対
策
を
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
、
18
歳
未
満
の
均
等
割

無
料
制
度
が
広
ま
っ
て
い
る
が
、

吉
岡
町
も
今
後
の
問
題
と
し
て

対
応
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

実
施
す
る
場
合
の
財
源

は
、
国
民
健
康
保
険
基
金

の
取
り
崩
し
に
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
の
国
民

健
康
保
険
の
財
政
を
考
慮
し
た

慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
。

問答

給食費無償化へ努力すべき

本町でもできることがたくさんある
（徳島県上勝町のゼロ・ウェイストセンター）

再
生
可
能
な
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
・

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
と
生
ご

み
対
策
の
取
り
組
み
を
問
う
。

５
月
に
行
政
視
察
で
徳
島
県
上

勝
町
に
行
っ
た
が
、
上
勝
町
で

は
２
０
０
３
年
に
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
宣
言
（
無
駄
・
浪
費
・

ご
み
を
な
く
す
）
を
行
い
、
国

内
や
海
外
か
ら
注
目
さ
れ
、
年

間
３
０
０
０
人
を
超
す
人
た
ち

が
来
町
し
て
い
る
。
学
ぶ
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
当
町
で

問

問

問

答

答答

給食費の無償化を

 　 今後も一定の負担を求めたい

小
こ い け

池  春
は る お

雄  議員

録画映像は
こちらをCHECK

リ
サ
イ
ク
ル 

見
え
る

形
で
取
り
組
み
を

住
民
に
現
状
を
周
知

答
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坂
さ か た

田  一
か ず ひ ろ

広  議員

録画映像は
こちらをCHECK

土
地
開
発
公
社
の
存
在
意

義
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
良

好
な
環
境
と
土
地
利
用
の

確
保
を
通
じ
て
、
吉
岡
町
総
合

計
画
・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
適
合
し
た
秩
序
あ
る
町

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
現
時

点
で
は
必
要
不
可
欠
な
存
在
。

土
地
の
先
行
取
得
に
つ
い

て
は
、
土
地
の
価
格
が
右

肩
上
が
り
の
時
代
に
は
、
コ
ス

ト
を
抑
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
っ
た
が
、
町
の
地
価
は
ほ

ぼ
横
ば
い
。
存
在
意
義
も
見
い

だ
せ
な
い
が
。

現
在
進
め
て
い
る
駒
寄
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
産
業
団
地

は
、
土
地
開
発
公
社
を
利
用
し

を
図
っ
て
、事
業
を
進
め
た
い
。

振
興
公
社
が
管
理
す
る
リ

バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
、
道
の

駅
な
ど
施
設
は
、「
町
の
東
の

玄
関
口
」
と
い
う
位
置
付
け
の

下
、
多
額
の
予
算
が
費
や
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
期
待
さ
れ

た
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
面

も
あ
る
。
振
興
公
社
の
経
営
と

そ
の
管
理
す
る
施
設
へ
の
今
後

の
投
資
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

地
場
産
業
振
興
な
ど
の
地

域
の
発
展
や
、
道
の
駅
と

し
て
の
交
流
の
接
点
と
し
て
、

ま
た
温
泉
の
福
祉
施
設
と
し
て

の
立
ち
位
置
も
意
識
し
な
が

ら
、
そ
の
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
を

訪
れ
た
人
に
十
分
提
供
で
き
る

よ
う
に
、
施
設
に
対
す
る
投
資

を
し
た
い
。

三
津
屋
古
墳
や
新
た
に
県

指
定
史
跡
に
な
っ
た
南
下

古
墳
群
を
国
指
定
史
跡
に
す
る

活
動
を
加
速
化
さ
せ
る
た
め
に

も
、
早
急
に
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
を
策
定
す
べ
き
で

は
。

地
域
計
画
が
文
化
庁
長
官

の
認
定
を
受
け
る
と
、
町

村
へ
の
一
部
事
務
の
権
限
移

譲
、
補
助
率
加
算
な
ど
、
国
庫

補
助
事
業
に
お
け
る
優
遇
を
受

け
ら
れ
る
な
ど
、
作
成
に
お
け

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
将
来
的
に
は
地
域
計
画
を

策
定
し
、
文
化
庁
長
官
の
認
定

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
進
め
た

い
。

問問 答答

各施設の機能に合った投資を
（リバートピア吉岡）

早急に文化財保存活用地域計画の策定を（三津屋古墳）

文
化
財
保
存
活
用
計
画

の
策
定
急
げ

将
来
的
に
は
地
域
計
画

を
策
定
し
た
い

て
の
事
業
の
進
め
方
を
検
討
。

現
状
で
進
め
た
い
。

仮
に
土
地
開
発
公
社
を
使

っ
て
工
業
団
地
を
分
譲
す

る
場
合
、
公
社
が
借
り
入
れ
た

土
地
購
入
代
金
な
ど
を
町
が
債

務
保
証
す
る
関
係
で
、
売
れ
残

っ
た
場
合
に
は
最
終
的
に
公
社

の
借
金
を
町
が
負
担
す
る
。
大

き
な
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な

る
が
。周

辺
の
工
業
団
地
の
造
成

状
況
、
販
売
状
況
な
ど
も

さ
ら
に
一
層
研
究
し
て
、
間
違

い
な
く
成
功
さ
せ
る
よ
う
努
め

た
い
。
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
十

分
検
討
し
て
、
皆
さ
ま
に
説
明

問

問問

答

答

答

工業団地分譲には大きな
リスクも

 　 間違いなく成功させるよう努める答
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指
導
者
の
授
業
力
が
十
分

で
あ
れ
ば
、
児
童
・
生
徒

の
理
解
度
向
上
、
ス
ム
ー
ズ
な

知
識
の
吸
収
へ
と
つ
な
が
る
。

指
導
体
制
の
現
状
は
。

校
内
研
修
や
互
い
の
授
業

参
観
で
よ
り
良
い
授
業
実

践
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
結

果
、
授
業
の
形
態
お
よ
び
方
法

な
ど
に
良
い
変
化
が
み
ら
れ
て

い
る
。

多
額
の
補
助
金
が
投
入
さ

れ
る
保
育
園
な
ど
の
民
間

の
建
設
工
事
に
行
政
の
関
与
は
。

民
間
事
業
者
に
て
実
施
さ

れ
る
の
が
基
本
だ
が
、
自

治
体
が
行
う
契
約
手
続
き
に
準

拠
す
る
指
導
を
実
施
。
設
計
か

ら
完
成
ま
で
町
も
関
わ
って
い
る
。

異
次
元
の
少
子
化
対
策
、

政
府
の
方
針
が
現
実
化
し

た
と
き
に
は
、
保
育
園
・
幼
稚

園
の
全
費
用
無
償
化
、
小
・
中

学
校
の
給
食
費
無
償
化
、
学
童

ク
ラ
ブ
の
入
所
条
件
の
撤
廃
な

ど
、
ど
の
よ
う
に
実
行
す
る
考

え
な
の
か
、
そ
の
具
体
策
は
。

保
育
園
な
ど
の
完
全
無
償

化
は
考
え
て
い
な
い
。
学

童
ク
ラ
ブ
の
入
所
条
件
は
、
状

況
に
応
じ
て
対
策
を
続
け
る
。

妊
娠
・
出
産
・
育
児
・
介

護
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
具
体
例
を
整
理
し
、
防
止
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
産
前
産

後
休
暇
や
育
児
休
業
な
ど
の
制

度
を
当
た
り
前
に
利
用
で
き
る

職
場
風
土
を
作
っ
て
い
く
。

本
町
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
は
、
当
初
計
画
か
ら

昨
年
度
ま
で
に
計
画
さ
れ
た
内

容
を
全
て
達
成
し
て
い
る
の
か
。

本
町
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
推
進
計
画
を
始
め
と

し
、
教
育
推
進
計
画
か
ら
、
現

在
は
国
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ

事
業
に
指
定
さ
れ
る
ま
で
進
展

し
て
い
る
。
児
童
・
生
徒
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
端
末
の
取
り
扱
い
技
能
も

向
上
。
職
員
室
で
の
※
Ｏ
Ｊ
Ｔ

を
取
り
入
れ
た
成
果
も
あ
り
、

授
業
で
の
活
用
も
充
実
し
て
き

て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
全

国
的
に
照
ら
し
て
も
、
達
成
度

は
高
い
と
判
断
で
き
る
。

問問 答答

給食費無償化の具体策を

進展する吉岡 ICT教育（駒寄小学校）

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
達
成
度
は

本
町
の
達
成
度
は
高
い

と
判
断
で
き
る

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
完

全
無
償
化
に
は
年
間
３
５
０
０

万
円
程
度
が
必
要
。
学
童
ク
ラ

ブ
は
需
要
変
動
が
予
測
困
難
な

た
め
、試
算
し
て
い
な
い
。
小・

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に

は
、
さ
ら
に
年
間
８
４
７
０
万

円
ほ
ど
が
必
要
。

職
場
内
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
と
、
発
生
時
の
対
応

策
は
。実

態
把
握
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
考
慮
し
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
の
指
針
を
定
め

周
知
・
対
応
し
て
い
る
。

産
後
お
よ
び
育
児
休
暇
の

取
得
に
対
す
る
職
場
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
の
現
状
は
。

問

問

問問 答

答

答

答

ミニ解説
※
Ｏ
Ｊ
Ｔ

（
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
略
）

職
場
で
実
務
を
さ
せ
る
こ
と
で
行

う
職
業
訓
練
の
こ
と
。

保育園など民間工事
町の関与は

 　 自治体の契約手続きに準拠を指導

飯
い い づ か

塚  憲
け ん じ

治  議員

録画映像は
こちらをCHECK

答
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